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茂
木
町
城
山
公
園
の
彼
岸
花

（
曼
珠
沙
華
）

№ 227
秋
2023

　

茂
木
町
に
は
、
街
中
を
一
望
で
き
る

標
高
１
６
６
ｍ
の
城
山
が
あ
り
ま
す
。

頂
上
に
は
、
城
山
公
園
（
茂
木
城
跡
）

が
あ
り
、
四
季
折
々
の
山
花
が
様
々
な

景
色
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、

９
月
中
旬
か
ら
下
旬
は
、
彼
岸
花
が
、

山
全
体
に
真
っ
赤
な
化
粧
を
施
し
幻
想

的
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

　

彼
岸
花
の
開
花
に
併
せ
て
開
催
さ
れ

る
「
彼
岸
花
ウ
イ
ー
ク
」
に
は
、
毎
年

県
内
外
か
ら
多
い
日
は
２
０
０
０
人
の

観
光
客
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
す
。

　

城
山
の
歴
史
は
古
く
、
１
１
９
２
年

に
茂
木
氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
４
０

０
年
間
茂
木
城
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。

城
跡
に
は
、
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
、

大
手
門
、
千
人
溜
、
鏡
が
池
等
の
跡
も

残
っ
て
お
り
、
城
郭
は
、
公
園
と
し
て

町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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9 月 20 日（水）山前小学校（青年部会）
（講師）細谷慶忠（真岡）

7月 14 日（金）真岡小学校（青年部会）
（講師）石川勇輝、小野秀之（真岡）

第
三
十
九
法
人
会
全
国
大
会

群
　
馬
　
大
　
会

　

令
和
５
年
度

「
租
税
教
室
」
開
催

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
は
８
校
担
当
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
夏

号
発
行
よ
り
９
月
末
ま
で
に
２
校
で
開
催

し
て
お
り
、
税
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
（
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
使
用
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア

ニ
メ
の
鑑
賞
な
ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い

み
ち
、
役
割
等
を
解
り
や
す
く
説
明
し
、

最
後
に
一
億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ
（
重
さ

10
㎏
）
を
使
用
し
て
児
童
の
み
な
さ
ん
に

「
一
億
円
の
重
み
」
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
全
国
約
７
２

万
社
の
会
員
企
業
で
構
成
さ
れ
る
《
経
営

者
の
団
体
》『
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人

会
総
連
合
』（
略
称
：
全
法
連
小
林
栄
三

会
長
）
は
、
１
０
月
１
８
日(

水)

群
馬

県
「
高
崎
芸
術
劇
場
」
に
て
国
税
庁
住
澤

整
長
官
、
群
馬
県
山
本
一
太
知
事
、
高
崎

市
富
岡
賢
治
市
長
な
ど
多
数
の
来
賓
を
招

い
て
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
大
会
は
、
法
人
会
の
「
税
に

関
す
る
提
言
」
の
内
容
を
発
表
す
る
場
で

あ
る
と
共
に
、
全
国
各
地
の
法
人
会
の
代

表
が
一
堂
に
会
し
、
相
互
の
交
流
と
研
鑽

を
通
じ
て
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
年
１
回
全
国
各
地
で
開
催
し
て

お
り
、
当
法
人
会
か
ら
は
、
諸
伏
会
長
と

事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
国
か
ら
約
１
，
５
０
０
名
の

企
業
経
営
者
が
参
加
し
、
令
和
６
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
の
報
告
や
青
年
部

会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
事
例
発
表
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
宣
言
で

は
、
２
０
２
５
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支

の
黒
字
化
目
標
達
成
の
重
要
性
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

を
訴
え
、「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す

る
税
制
」「
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改

革
」
等
の
実
現
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン

〇
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。
負
担
を

先
送
り
せ
ず
現
世
代
で
解
決
を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
制

し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
社
会
保
障

制
度
の
確
立
を
！

〇
経
済
再
生
に
は
中
小
企
業
の
力
が
不
可

欠
。
健
全
な
経
営
に
取
り
組
む
企
業
に
実

効
性
あ
る
支
援
を
！

〇
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い

手
。
本
格
的
な
事
業
継
承
の
創
設
を
！　

　

最
後
に
、
次
年
度
開
催
県
で
あ
る
鹿
児

島
県
法
人
会
連
合
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
群
馬
県
法
人
会
関
係

者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。



第227号（3）令和5年10月30日

善
意
銀
行
に
タ
オ
ル

３
９
６
本
を
預
託

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
社
会
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
未
使
用
タ
オ
ル
の
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
会
員
の
協
力

を
得
て
３
９
６
本
の
タ
オ
ル
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
を
、
市
内
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
老
人
施
設
な
ど
で
使
用
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
大
瀧
部
長
を
は
じ
め
タ
オ
ル

収
集
担
当
の
総
務
委
員
会
（
齊
藤
聖
子
委

員
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
１
０
月
４
日
（
水
）

真
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
善
意
銀

行
に
寄
贈
・
預
託
し
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
は
、
市
内
の
施
設
に
配
布
し
て

い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

真
岡
支
部
女
性
部

　
「
税
に
関
す
る
標
語
」

募
集
事
業
　

益
子
支
部

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

今
年
度
は
町
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
と

し
た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集
を
実

施
し
、
１
０
月
１
１
日
（
水
）
益
子
町
商

工
会
館
に
て
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
１
５
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
益

子
町
長
賞
は
益
子
西
小
金
城
さ
く
ら
さ
ん

の「
税
金
で　

豊
か
な
社
会　

笑
顔
の
輪
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
税
務
署
長

賞
、
教
育
長
賞
、
商
工
会
長
賞
、
真
岡
間

税
会
長
賞
、
法
人
会
支
部
長
賞
、
支
部
税

制
委
員
長
賞
が
各
１
点
、
金
融
機
関
特
別

賞
１
０
点
、
入
選
１
７
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

尚
、
今
年
度
の
表
彰
式
は
行
わ
ず
、
各

小
学
校
へ
賞
状
・
記
念
品
を
お
渡
し
し
、

表
彰
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第５回回回回回会員親睦ゴルフ大会
参加者募集集集集集集集

日 時 令和５年１２月５日（火） 8 時までに現地集合

会 場 益子カントリー倶楽部 （☎0285-72-1234）

募集人数 10 組（40 名）

参加費   3，000 円（賞品代）

プレー代  6，400 円（税込・昼食付）
競技方法 18 ホール・ストロークプレー 新ぺリア方式
表彰式  プレー終了後、クラブハウスにて

募集締切 11 月 10 日（金）までに各支部事務局へお申し込みください。

真岡支部 ☎82－3305   FAX 82-7967
二宮支部 ☎74－0324   FAX 74-2737
益子支部 ☎72－2398   FAX 72-5881
茂木支部 ☎63－0325   FAX 63-4658
市貝支部 ☎68－0071   FAX 68-0485
芳賀支部 ☎677－0144  FAX 677-2909

   ＊FAX のお申込は、任意の用紙で結構ですので「企業名」「氏名」「生年月日」を

    ご記入ください。

第第第第第第第第
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【税を考える週間共催事業】

演題【物流の２０２４問題現状と課題】
講師

塚本貴士氏
              （芳賀通運株式会社、代表取締役社長）

                                  
                【会社概要】昭和１８年６月１日に設立され、創立８０周年を迎えま

した。「私たちは『物流の力』で世の中をよくすることに貢献しま
す」を基本理念に、トラック・鉄道・船舶・航空を利用したトータ
ル輸送と、倉庫保管、３ＰＬ、産業廃棄物の収集運搬業務にい
たるまで、お客様の物流ニーズにワンストップで対応する総合
物流プランナーです。

【講演内容】現在、注目を集める「物流の２０２４年問題」とは何か、
物流業界の現状と、今後考えるべき課題についてお話しいただ
きます。どうぞご聴講ください。

                

【日時】令和 5 年１１月 17 日（金）午後 3 時 入場無料
（第 1 部）真岡税務署長講話

（演題）「税務調査について（なぜ、過ちは見つかるのか）」
(講師）真岡税務署長 小平吉秋氏

（第 2 部）実務者（経営者）講演会 午後 4 時 10 分

【会場】フォーシーズン静風

【定員】150 名 一般の方も入場できます

【主催】（一社）真岡法人会（☎83-3477/FAX83-3488）

税理士会真岡支部・真岡間税会

【申込】講演会の参加申込につきましては、所属支部まで申込み下さい。
○真岡支部 ☎82-3305/FAX82-7967 ○二宮支部 ☎74-0324/FAX 74-2737

○益子支部 ☎72-2398/FAX 72-5881 ○茂木支部 ☎63-0325/FAX 63-4658

○市貝支部 ☎68-0071/FAX 68-0485 ○芳賀支部 ☎677-0144/FAX 677-2909

実務者講演会参加申込書

支部名 事業所名 参加者氏名
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健
笑
さ
ん

決
算
期
別
説
明
会

新
設
法
人
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

道
の
駅
も
て
ぎ
　
も
て
ぎ
手
作
り
工
房

羽
石
　
真
道
さ
ん

　

も
て
ぎ
手
作
り
工
房
に
入
社
し
、
今
年

で
6
年
目
に
な
り
ま
す
。
茂
木
町
在
住
の

羽
石
真
道
と
申
し
ま
す
。

弊
社
は
、
道
の
駅
も
て
ぎ
で
販
売
す
る
地

域
の
特
産
物
な
ど
の
加
工
品
を
中
心
に
開

発
・
製
造
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
生
産
か
ら
加
工
品
の

製
造
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
強
み
を

生
か
し
、
添
加
物
や
着
色
料
等
を
一
切
使

用
し
な
い
「
無
添
加
」
シ
リ
ー
ズ
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
農
作
物
下
処
理
か
ら
加
工
品
の

製
造
ま
で
幅
広
い
業
務
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。
加
工
品
は
、
絶
妙
な
味
を
守
る
た

め
に
、
手
作
業
で
の
加
工
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
、
種
類
も
多
い
事
か
ら
全
て
の
業
務

を
覚
え
る
の
に
は
２
年
が
か
り
で
し
た
が
、

私
た
ち
が
製
造
し
た
商
品
を
お
客
様
が
手

に
取
っ
て
喜
ん
で
下
さ
る
姿
を
見
る
と
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
に
は
尊
敬
す
る
ベ
テ
ラ
ン

の
先
輩
方
も
多
く
、
い
つ
も
支
え
て
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
か
私
も
誰
か
を

支
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
一
所
懸
命
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

＊
決
算
期
別
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
今
回

は
１
０
・
１
１
・
１
２
月
決
算
の
法
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
（
月
）
14
時
～

場
所　

真
岡
商
工
会
議
所

＊
新
設
法
人
説
明
会

　

同
じ
く
当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
で
新

設
法
人
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
（
火
）
14
時
～

場
所　

真
岡
商
工
会
議
所

「あさひ納豆アンバサダー」
手塚日

ひ な と

南人
（父 真田広之、母 手塚理美　の次男）

〒 321-3531 栃 木 県 芳 賀 郡 茂 木 町 茂 木 259

T E L 0 2 8 5 ( 6 3 ) 1 5 7 8 　　 F A X 0 2 8 5 ( 6 3 ) 1 7 3 4

代表取締役　渡辺成行

 

入入っってて良良かかっったた  そそんんなな法法人人会会をを目目指指ししまますす  

会員増強運動推進中！ 
健全な経営、正しい納税、社会に貢献、良き経営者を 

目指す者の団体・・・・それが法人会です。 
法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、 
執行部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っ 
ていますが、会員皆様におかれましてもお知り合いの企業がご 
ざいましたら是非ご紹介下さるようお願い致します。 

一般社団法人真岡法人会  おお問問合合せせはは  事事務務局局☎☎８８３３－－３３４４７７７７ままでで  
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精密部品加工

イトウ工業株式会社
石油製品全般

快適なドライブと安全な暮らしに貢献する

有限会社永井商店
茂木町　TEL 63 -1227 ～ 8
第二営業所　TEL 63 -0375

伊　藤　正　一
本　　　社		 栃 木 県 芳 賀 郡 茂 木 町 茂 木 392-1
北高岡工場		 栃 木 県 芳 賀 郡 茂 木 町 北 高 岡 218-1
〒 321-3622	 T E L ( 0 2 8 5 ) 6 3 - 0 7 1 5
	 	 F A X ( 0 2 8 5 ) 6 3 - 1 2 9 2
	 	 URL 	 h t t p : / / i t o u - k o u g y o u . c om /
	 	 E-mail	 i t o - k . k@ r a p i d . o c n . n e . j p
	 	 E-mail	 ito-k.k-medical@athena.ocn.ne.jp

©ｔ

  基礎からわかる「インボイス制度の
概要と電子帳簿保存法のポイント」

令和５年度制度改正 対応版

時代を読み解く東洋の帝王学
先の見えない不安を解消する方法

お問い合わせは真岡法人会事務局まで ＴＥＬ：0285-83-3477

会員の方は７００タイトル以上のセミナーが無料で受講できます

真岡法人会よりインターネットセミナーのご案内

真岡法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます

           会員ID：0705 パスワード：3477  ID・パスワードは

掲載講師やタイトルは変更になる場合がございます。
掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。

http:// www.mokahojin.net/

ログインID パスワード ログイン

ログインIDとパスワードを入力してログインしてください

ID ●●●●● パスワード ●●●●●

会員は専用IDとパスワードを入れてログインする事により多くのコンテンツ

が視聴可能となります。

真岡法人会 検索 で検索いただけます

※ 画面はイメージとなります。

視聴は無料です

公認会計士 コンサルタント
川口 宏之

経営コンサルタント（中小企業診断士） 工学博士
東洋運命学研究家 篠田 法正

新任経理担当者向け
経理実務 基礎講座

公開期限：2023年12月末

株式会社プロモーターズ・カンパニー代表取締役
中小企業診断士 石川 アサ子
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

物
知
り
で
な
け
り
ゃ

落
語
は
聞
け
な
い
？

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

藤
木
順
平

ホームページ

高 松 建 設有限会社

もてぎ舟木沢ログの森キャンプ場
TEL	090 ｰ 7222 ｰ 4612

芳賀地区唯一の製氷工場
株 式 会 社   湊 　 　 屋

氷販売店
益子町益子
芳美屋本店
℡ 0285-72-3123

芳賀町祖母井
いねや
℡ 028-677-0028

栃木県芳賀郡茂木町茂木 1659
ＴＥＬ 0285-63-0056　ＦＡＸ 0285-63-3099

　

経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
段
と
進

展
す
る
中
、
行
政
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
、
国
税
局
に
お
け
る
源
泉
所
得
税
等

に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
全
体
の
効
率
化
及
び
行
政

コ
ス
ト
の
抑
制
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で

納
期
の
特
例
の
承
認
を
受
け
た
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様

に
対
し
ま
し
て
、
一
律
に
通
知
し
て
い
ま

し
た
「
源
泉
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
付
期
限
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き
に

代
え
て
ま
し
て
、e-tax

の
利
用
者
選
別

番
号
を
有
し
て
い
る
源
泉
徴
収
義
務
者
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
は
、e-tax

の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
通
知
（
格
納
）
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
承
知
お
き
願

い
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
選
別
番
号
を
有
し
て
い

な
い
源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様
に
対
し
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
は
が
き
に
よ
り
通

知
い
た
し
ま
す
。

　

落
語
家
の
林
家
木
久
扇
師
が
来
年
「
国

民
的
番
組
」
と
い
わ
れ
る
『
笑
点
』
を
降

板
す
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
日
本
に

い
る
落
語
家
さ
ん
は
、
こ
の
番
組
の
メ
ン

バ
ー
７
人
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
そ
う
だ
。
落
語
家
は
東
・
西
で
千
人
を

数
え
る
と
い
う
の
に
。

　

落
語
に
は
蕎
麦
と
同
様
、
そ
の
道
の

「
通
」
が
い
る
。
蕎
麦
は
ま
ず
、
汁
を
つ

け
ず
に
そ
の
ま
ま
食
べ
ろ
だ
の
、
わ
さ
び

は
汁
に
溶
か
す
な
だ
の
…
放
っ
と
け
、
食

い
た
い
よ
う
に
食
う
わ
！

　
「
落
語
は
古
典
に
限
る
」
と
い
う
の
も

そ
の
口
だ
。
長
い
間
、
人
々
に
聞
き
継
が

れ
て
き
た
分
、
古
典
落
語
は
面
白
い
し
洗

練
も
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
時
代
の
ず
れ

で
内
容
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
人
が
い

る
の
も
事
実
だ
。
例
え
ば
、
夜
鳴
き
蕎
麦

の
代
金
を
一
文
ご
ま
か
す
「
時
そ
ば
」
が

そ
れ
だ
。
こ
の
季
節
に
よ
く
聞
く
噺
だ
が
、

こ
れ
の
さ
げ
（
落
ち
）
は
「
九
つ
か
ら
始

ま
っ
て
四
つ
で
終
わ
る
」
江
戸
時
代
の
時

制
が
肝
（
き
も
）
で
あ
る
。

　

夜
の
四
つ
が
午
後
１
０
時
で
、
九
つ
が

午
前
０
時
。
せ
っ
か
ち
な
男
が
、
２
時
間

早
く
蕎
麦
を
食
べ
て
失
敗
し
た
お
は
な
し

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
説
明
し
た

ら
、
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
い
も
の
…
。

古
典
落
語
の
未
来
は
？

【
筆
者
紹
介
】
藤
木
順
平
（
ふ
じ
き
・
じ
ゅ

ん
ぺ
い
）　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
。

日
本
笑
い
学
会
会
員
。

　
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
に
て

「
法
人
会
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
」

　
　
　
放
送
さ
れ
ま
す
　

　

法
人
会
の
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
が
、
県
内
各
単
位

会
の
会
長
の
参
加
で
収
録
さ
れ
、
２
番
組

に
て
「
情
報
マ
ル
シ
ェ
」
の
タ
イ
ト
ル
で

放
送
さ
れ
ま
す

＊
イ
ブ
６
プ
ラ
ス

（
月
～
金
18
時
～
19
時
）

11
月
６
日
（
月
）
～
27
日
（
月
）

＊
ナ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
９

（
月
～
金
21
時
～
21
時
45
分
）

11
月
７
日
（
火
）
～
23
日
（
木
）
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相
続
税
に
つ
い
て

知
っ
て
な
っ
と
く

　

相
続
税
は
、死
亡
し
た
人
（
被
相
続
人
）

の
財
産
を
相
続
し
た
と
き
や
、
遺
言
に

よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
と
き
に
、
取
得

し
た
人
が
納
め
る
税
金
で
す
。
正
味
の
遺

産
額
が
基
礎
控
除
を
超
え
な
い
場
合
、
相

続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
超
え
る
場
合

は
申
告
及
び
納
税
が
必
要
で
す
。
こ
の
場

合
、
相
続
税
の
総
額
は
実
際
の
遺
産
分
割

に
か
か
わ
り
な
く
、
各
相
続
人
が
法
定
相

続
分
で
財
産
を
取
得
し
た
も
の
と
し
て
計

算
し
ま
す
。
申
告
及
び
納
期
限
は
、
死
亡

日
の
翌
日
か
ら
１
０
か
月
後
で
す
。

そ
こ
で
今
回
、
言
葉
の
意
味
や
親
族
関
係

の
尺
度
で
あ
る
親
等
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

一　

遺
産
総
額

３
年
以
内
（
令
和
６
年
以
降
７
年
以
内
）

の
贈
与
・
相
続
時
精
算
課
税
の
贈
与
財
産

等
を
含
む
遺
産
の
総
額

内
訳
は
、
正
味
の
遺
産
額
・
非
課
税
財
産
・

債
務
・
葬
式
費
用
と
な
り
ま
す
。

二　

非
課
税
財
産

①
お
墓
、
仏
壇
、
神
棚
等

②
生
命
保
険
金
の
う
ち
５
０
０
万
円
×
法

定
相
続
人
の
数

③
死
亡
退
職
金
の
う
ち
５
０
０
万
円
×
法

定
相
続
人
の
数

三　

課
税
遺
産
総
額

正
味
の
遺
産
額
か
ら
基
礎
控
除
額
を
控
除

し
た
額

基
礎
控
除
額
は
、
３
，
０
０
０
万
円
＋
６

０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
と
な
り
ま

す
。

四　

親
等
の
歴
史

相
続
順
位
な
ど
の
親
族
関
係
を
測
る
尺
度

の
単
位
を
親
等
と
言
い
ま
す
。
こ
の
親
等

の
計
算
法
に
は
、
階
級
親
等
制
と
世
数
親

等
制
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
現
代
の
日
本

で
は
、
世
数
親
等
制
（
血
縁
の
遠
近
を
標

準
と
す
る
方
式
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
日
本
に
お
い
て
は
、
階
級
親
等
制
の

方
が
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
飛
鳥
時
代

の
大
宝
律
令
か
ら
始
ま
り
明
治
３
年
ま
で

階
級
親
等
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
古
代
中
国
や
ゲ
ル
マ
ン
に
お
い

て
も
行
わ
れ
て
い
た
か
な
り
計
算
が
複
雑

な
方
式
で
す
。
地
位
の
尊
卑
を
斟
酌
す
る

た
め
、
た
と
え
ば
夫
は
妻
か
ら
見
て
１
等

親
で
す
が
、
妻
は
夫
か
ら
見
て
２
等
親
で

あ
り
、
夫
の
父
母
は
妻
か
ら
見
て
２
等
親

で
す
が
、
妻
の
父
母
は
夫
か
ら
見
て
５
等

親
な
ど
と
必
ず
し
も
相
互
に
同
一
で
な
く
、

父
系
・
男
系
尊
重
の
封
建
的
な
制
度
で
す
。

そ
れ
が
、戦
前
の
旧
民
法
の
家
督
相
続（
長

子
一
身
相
続
制
度
）
や
親
族
会
（
妻
の
行

動
は
親
族
会
の
同
意
を
要
す
る
場
合
が
あ

る
）
な
ど
封
建
的
制
度
に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

五　

法
定
相
続
分

　

前
記
親
等
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
現
代
民

法
の
法
定
相
続
分
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

①
配
偶
者
が
い
る
場
合

ⅰ
子
が
い
る
場
合　

配
偶
者
１
／
２
・
子

１
／
２

ⅱ
子
が
い
な
い
場
合　

配
偶
者
２
／
３
・

親
１
／
３

ⅲ
子
も
親
も
い
な
い
場
合　

配
偶
者
３
／

４
・
兄
弟
姉
妹
１
／
４

　

遺
言
が
な
い
場
合
、
配
偶
者
と
兄
弟
姉

妹
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
い
相
続

例
で
す
。

②
配
偶
者
が
い
な
い
場
合

ⅰ
子
が
い
る
場
合　

子

ⅱ
子
が
い
な
い
場
合　

親

ⅲ
子
も
親
も
い
な
い
場
合　

兄
弟
姉
妹

六　

相
続
放
棄

被
相
続
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
か
月
以
内
に
被
相
続
人
の
住
所

地
管
轄
の
家
庭
裁
判
所
に
申
述
す
る
こ
と

に
よ
り
相
続
放
棄
（
正
の
財
産
負
の
財
産

全
て
含
む
）
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
と
い
う

こ
と
は
、
遠
方
住
い
の
兄
弟
姉
妹
な
ど
で

親
戚
付
き
合
い
の
薄
い
者
は
、
暦
で
３
か

月
を
経
過
し
て
い
て
も
死
亡
を
知
ら
な

か
っ
た
と
の
個
別
事
情
に
よ
り
相
続
放
棄

を
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

同
居
親
族
に
お
い
て
は
、
死
亡
を
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
暦
で
３
か
月
経
過
の
場
合
相
続
放
棄

を
認
め
ら
れ
る
例
は
少
な
い
で
す
。

以
上
、
相
続
に
つ
い
て
簡
単
に
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

税
理
士
会
真
岡
支
部

広
報
部
長　
　

石
河　

昌
一
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国税局からのお知らせ
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植
田
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社 

永
井
商
店

企 

業 

紹 

介

　

明
治
時
代
、
茂
木
町
は
、
た
ば
こ
産
業

で
栄
え
、
大
変
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
う
ち
の
初
代
も
、
そ
ん
な
茂
木
町
に

魅
了
さ
れ
、
生
ま
れ
故
郷
、
現
在
の
日
立

市
水
木
の
地
よ
り
、
こ
の
土
地
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。
故
郷
の
海
産
物
、
乾
物
な
ど

を
売
り
始
め
、縁
あ
っ
て
明
治
３
０
年（
１

８
９
７
年
）
に
店
舗
を
構
え
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
当

時
の
販
売
品
と
し
て
は
、
海
産
物
、
乾
物

の
他
に
、
砂
糖
、
製
粉
、
菓
子
、
諸
油
、

雑
貨
な
ど
を
商
っ
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和

２
７
年
（
１
９
５
２
年
）
に
、
有
限
会
社

永
井
商
店
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
か

ら
、
売
り
上
げ
に
占
め
る
石
油
製
品
の
割

合
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
４
７
年
（
１
９
７
２
年
）
に
、
第

二
営
業
所
の
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
他
に
、
オ
ー
ト
ガ
ス

ス
タ
ン
ド
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
填
所
、
油
槽
所

を
併
設
し
て
お
り
ま
す
。平
成
２
３
年（
２

０
１
１
年
）
に
は
、
第
二
営
業
所
を
セ
ル

フ
式
ス
タ
ン
ド
に
改
装
し
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
店
は
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ン

ド
、
第
二
営
業
所
は
セ
ル
フ
式
ス
タ
ン
ド

と
し
て
、
二
店
舗
に
よ
る
営
業
展
開
を
し

て
お
り
ま
す
。
主
な
販
売
物
と
し
ま
し
て

は
、
石
油
製
品
全
般
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
ま
た

そ
れ
ら
を
燃
料
と
す
る
製
品
類
で
す
。 

親
切
、
誠
実
、
正
直
、
こ
れ
ら
を
教
訓
と

し
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
商
店
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

目
ま
ぐ

る
し
く
変

化
す
る
科

学
技
術
の

進
歩
、
技

術
革
新
に

対
応
す
べ

く
日
々
、

努
力
し
て

ま
い
り
ま

す
。

　

弊
社
は
茂
木
町
に
て
前
身
で
あ
る
植
田

製
材
所
（
木
材
の
切
り
出
し
、製
材
、加
工
、

販
売
、
設
計
、
施
工
）
の
施
工
部
門
強
化

に
よ
り
昭
和
２
１
年
よ
り
植
田
組
、（
有
）

植
田
建
設
を
へ
て
現
在
の
社
名
で
あ
る
植

田
建
設
（
株
）
と
し
て
、
主
に
公
共
土
木

工
事
を
請
け
負
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
国
が
推
進
す
る
国
土
強
靭
化
法

に
伴
う
砂
防
堰
堤
工
事
、
崩
落
土
砂
防
護

柵
設
置
工
事
等
、
山
腹
な
ど
を
多
く
施
工

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

土
木
工
事
で
は
、
茂
木
町
の

須
藤
地
区
内
国
道
２
９
４
号
の

拡
幅
工
事
や
益
子
町
の
道
の
駅

東
側
を
通
る
益
子
公
園
線
の
改

良
工
事
、
今
年
８
月
に
開
通
致

し
ま
し
た
宇
都
宮
駅
と
芳
賀
工

業
団
地
を
繋
ぐ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
関
連

工
事
な
ど
も
施
行
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
皆
様
の
安
全
を
守
る

河
川
工
事
で
も
、
茂
木
町
の
逆

川
を
は
じ
め
と
し
て
、
深
沢
川
、

坂
井
川
、
益
子
町
の
百
目
鬼
川

な
ど
多
く
の
河
川
工
事
に
も
携

わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
芳
賀
町
北
の
田
面
、

畑
面
の
圃
場
整
備
な
ど
農
業
関

係
の
施
工
も
請
け
負
っ
た
実
績

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

弊
社
と
し
て
は
皆
様
の
生
活
の
基
盤
、

社
会
資
本
の
整
備
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
事
を
常
に
自
覚
し
、
災
害

時
の
支
援
活
動
、
降
雪
時
の
除
雪
、
加
え

て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
を
軸
に
品
質
の
向

上
は
勿
論
の
事
、
社
会
貢
献
活
動
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
弊
社
は
日
々
精
進
し
、

技
術
力
の
向
上
を
図
っ
て
、
よ
り
い
っ
そ

う
皆
様
の
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る
公
共

土
木
事
業
等
に
寄
与
し
て
い
け
る
会
社
を

目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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